
■複式簿記のススメ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 192号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：複式簿記のススメ 

 

今年も確定申告の季節がやってきた。 

12月決算の法人を 2つ持つ僕にとっては、個人を含め 3つの申告をしなければならない。 

さぞ大変だろう・・・と思われるかもしれないが、そんなことはない。 

それどころか、待ちに待った決算の時期がやってきて、僕はワクワクしている。 

待ちきれないので、決算はもう全部終わっている。 

なぜそれほど決算が好きかというと、「複式簿記」が面白いからだ。 

多くの人が「複式簿記」と聞いただけで寒気を覚えるかもしれないが、それは「食わず嫌い」というものだ。 

・ 

まず、複式簿記を「難しい」と決めつけるのは大間違いだ。 

なぜなら、複式簿記は世界中で使われているやり方だ。 

世界の人を馬鹿にするわけではないが、簡単でなければ普及するはずがない。 

複式簿記の起源は諸説あるが、15世紀ごろベネチアやジェノバの商人を経てヨーロッパ各地にもたらされた。 

日本にも江戸時代には大福帳と呼ばれる独自の仕組みがあったが、明治 6年に福沢諭吉がアメリカの簿記教科書

を翻訳するなどして、様式の簿記に取って代わった。 

やがて企業の成長と共に簿記の仕事も複雑化し、経理という仕事が確立したことは素晴らしい。 

だが、決して特殊な人しか扱えない「専門知識」でなく、誰もが使える「世界の常識」であることを忘れてはな

らない。 

・ 

複式簿記の特徴は、お金の動きには原因と結果の 2面性があることに着目したこと。 

原因（借方 Debit）と結果（貸方 Credit）の合計は常に等しいので、足し算だけで出来る簡単な仕組みとなった。 

そしてもう一つ、会計には貸借（ストック）と損益（フロー）があるのだが、複式簿記にすることでこの 2つを



同時に管理できる。 

その結果、単に「簿記」と言えば複式簿記を指し、会社の決算報告や個人の青色申告では複式簿記により作成さ

れた貸借対照表（BS）と損益計算書（PL）が義務付けられている。 

・ 

と、こんな説明を聞いてもピンとくるわけが無い。 

僕は 20年前、会社を潰し新しい会社を作る時、お金が無いのでパソコンで業務システムを自作した。 

特に経理は素人なので、まずエクセルで枠組みを作り、それを順次アクセスに移していった。 

その際、日々の出納帳から貸借対照表と損益計算書を作る簡単な表を作るうちに、複式簿記の仕組みに気が付い

た。 

まさにこの時、足し算と引き算が混ざった表など作れないことから、足し算だけで出来ると気が付いた。 

おかげで今でも、僕の会社だけでなくいくつかの会社や団体の会計を、全部簡単なエクセルシートで処理してい

る。 

・ 

このやり方のメリットは、1年やって決算を経験すれば、誰でも自分で出来るようになることだ。 

僕はみんなの経理屋さんになりたいのでなく、みんなに経理のやり方を教えたい。 

確かに決算とは、所得税や法人税を払うため、所得を申告する手続きだ。 

だから、税金の無いタックスヘブンの国では、決算は行わないそうだ。 

だが僕が経理にこだわるのは、税金を逃れるためでなく利益を減らすためだ。 

ビジネスの利益とは、余ったお金のことで、仕事をしない株主に献上する金のこと。 

僕が非営利ビジネスにこだわるのは、ビジネスの利益でなく、社会の利益を追求したいからだ。 

・ 

というわけで、今年もセミナー行います 

ど素人起業セミナー「複式簿記」 http://nanoni.co.jp/diy20190106/ 

ちゃっかり宣伝でした。 

 

http://nanoni.co.jp/20190106/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：ど素人起業セミナー「複式簿記」 

 

ブログでも宣伝しましたが、年度末、の決算や確定申告の時期なので、会計のセミナーを行います。 

このセミナーは、複式簿記の仕組みを 2時間で理解するのが目的です。 

自分でやるならもちろんのこと、プロに頼むにしても簿記の仕組みを理解していなければ質問すらできません。 

特に儲かっていないビジネスの赤字を貯めるためにも、複式簿記を理解すれば簡単に青色申告ができます。 

「起業」とは、「とにかく自分でやること」だと思います。 

 

なお、以前は世田谷ものづくり学校やアントレハウスなどの施設で開催したのですが、現在は固定会場を持たな

いので、皆さんからのご要望にあわせて、下記の通りアレンジします。 

Ａ．笑恵館セミナー 僕の笑恵館作業日を利用して開催します 

  日時：毎週月・土曜の午後 ご希望の 2時間 

  費用：3,000円（個別指導は 10,000円） 



  人数：1名以上、個別指導でなければ追加募集します。 

Ｂ．訪問セミナー  ご希望の場所で開催します 

  日時：ご相談 

  費用：10,000円＋交通費 

  人数：4名まで、5人目以降は 3,000円／人 

 

問い合わせ、申し込みは、このメールに返信してください。 

メール：takuya@nanoni.co.jp、携帯：090-9830-3669 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）01/07 ○終日笑恵館で面談可（笑恵館） 

（火）01/08 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）01/09 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）01/10 ○午後から笑恵館で面談可（笑恵館） 

15-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）01/11 ○なのに作業日（青葉台） 

 19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）01/12 ○終日笑恵館で面談可（笑恵館） 

13-21時 ★各種・笑恵館セミナー 

（日）01/13 ○なのに作業日（青葉台） 

 

■その後のイベント 

01/17 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

01/19 ★各種・笑恵館セミナー 

01/24 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/26 ★各種・笑恵館セミナー 

01/27 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

02/02 ★各種・笑恵館セミナー 

02/08 ★カプラー起業交流会（三茶） 

02/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

02/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 



松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


